
55,440千円事業費61,679人人口福井県敦賀市自治体名

・敦賀市は、原子力発電所の立地地域であり、一般防災のみならず、原子力防災における最低３日間の屋内退
避にも対応する必要があるなど、高い水準で良好な避難生活と地域完結型の備蓄体制の実現が求められている。
・この実現に向け、市内13箇所の公民館等を地域防災拠点と位置づけ、TKB（トイレ、キッチン、バス）を中心と
した資機材を整備するとともに、これを活用した防災訓練等の実施により、地域防災力の向上を促進する。

事業概要

・令和７年９月２８日に、令和６年度補正の交付金によ
り整備した資機材を活用し、地区住民主体の大規模防
災訓練を実施し、避難所設営・運営の習熟を深めた。
・今後も、整備のみで終わらせず、毎年度、資機材を活用
した訓練を通じ、住民の意識改革と練度向上を実現する。

【T】 簡易トイレ 14基 7,208千円
備蓄用水洗トイレ 11基 16,335千円

【K】 炊き出し用コンロ 2台 792千円
ワンタッチタープテント 5基 621千円

【B】 簡易ベッド 230台 2,440千円
簡易ベッド（多目的）21台 686千円
ダンボールベット 230台 2,415千円
プライベートルーム 75張 5,049千円
ファミリールーム 75張 2,722千円

【他】 ポータブル電源 3台 727千円
給水タンク 13台 16,445千円
合 計 55,440千円

購入する
資機材等の
内容

【アウトカム指標（成果指標）※一つ以上】
① 発災後48時間以内に開設可能な良好な生活環境を
確保した地域防災拠点の整備数
② 地域完結型の備蓄体制を実現した避難所数
③ 避難所運営の担い手となる住民数

【アウトプット指標（活動指標）※一つ以上】
① トイレの配備件数
② 整備資機材を踏まえた物資輸送ルートの設定
エリア数
③ 整備資機材を活用した防災訓練件数

主なKPI

事業概要（地域防災拠点整備事業）

← 地区作成の
広報チラシ

（R7.9.28開催）

↑
住民主体で避難所
設営・運営の全て
担う
← 住民主体の避難
所運営の方法
の研修

100名以上の住民→
が参加


